
競技会当日の流れについて

＊競技場来場、

競技場来場は、感染防止対策の３密を防ぐため、原則として出場する競技開始時刻の約２時間前を目安として下さい。

＊受付

１、 団体受付（競技参加確認）

申込責任者(団体代表者・個人申込者)の方にお願いします。

① 申し込み一覧表(所属長確認押印済み)の御提出。

② 参加費「振替払込請求書兼受領証」(複写または確認できるもの)を確認します。

③ 競技会プログラム申込団体へはプログラムを配付。

④ 一般・大学種別の参加の方には、アスリートビブス(ナンバーカード)布を配付します。

２、 個人受付（陸上競技場への入場規制）

競技会会場への入場許可確認を、全ての方に実施します。

入場許可者は、競技者・指導者(監督・顧問）・マネージャー等、競技会役員、主催団体の関係者。

① 競技場入場者は、全ての方が「JAAF 体調管理チェックシート」の御提出をお願いします。

② 御提出の方に松戸市陸協印「リストバンド」を配布し着装、競技場内入場許可確認標識証とします。

なお、体調不調者等の場合は、その場で検温を実施し、状況により競技場入場を許可出来ません。

＊競技者第１次招集。

第１次招集場所は正門を入ってすぐ右の場所。

第１次招集完了は、競技開始６０分前までです。

① 出場者アスリートビブス番号の確認。

② 全競技者のシューズに関する規定内確認の実施。

③ 投てき器具の持ち込み検定を受付ます。

＊競技準備(アップ)について

競技者のウォーミングアップは、密を避け個別に行い、競技場内走路(可能な時)及び競技場周回路とする。

競技場内では区域・導線(通行経路)を厳守し、競技役員・マーシャルの指示に従うこと。

＊競技者２次召集。

競技者は、アスリートビブス(ナンバーカード)を着装、マスクもする。

競技場グランドへの出入りは、観客スタンド席両端（１番倉庫脇及び８番倉庫脇）の階段とする。

中央階段は、競技会役員・主催者関係者の階段とする。

競技場グランドへの入場は、選手または競技役員のみなので、コーチや付き添い・保護者等は入場できない。

競技開始(プログラム記載時刻)の指示された時間までに、下記の指定された試技場所に集合する。

集合は、３密を避けるために第２次召集開始時刻の３分前を目安にすること。

持参した個人用具袋に、衣・靴類や競技用具また飲料等は出来るだけコンパクトにまとめておくこと。



種目別招集場所

・ 砲 丸 投 ：Ｂゾーン砲丸投ピット付近

・ 円 盤 投 ：Ａゾーン第二コーナー投擲防護ネット付近

・ ハンマー投 ：Ａゾーン第二コーナー投擲防護ネット付近

・ ヤ リ 投 ：当日指定、Ａゾーン第二コーナーゲート付近、またはＢゾーン外側水壕付近

① 待機場所における競技者同士のフィジカルディスタンスを確保、競技役員の指示注意を遵守する。

② 競技者同士の会話は極力避け、待機中はマスクを着用する。

③ 投てき競技用具を共用した場合、競技終了後の手洗いや消毒・洗顔等を徹底する。

また、試技の前後に手指の消毒を実施し、競技中に不用意に手で顔を触らないように注意する。

使用する滑り止め(炭酸マグネシウム)を主催者は準備しません。競技者は各自でご準備下さい。

接触感染防止の面より滑り止めを他人と共有(貸し借り)は禁止です。

④ 助走練習、投てき練習時に並ぶ時は、フィジカルディスタンスを確保する。

＊競技終了後について

会場内での競技者・競技役員・競技運営スタッフの動線(通行経路)を区別(指定)しているエリアがあります。

各々の区別(指定)外への立ち入り・進入は厳に慎み、競技役員・マーシャルの指示にご協力ください。

① 競技終了後、自分の荷物を持って競技役員が指示する手洗い場所で洗顔・手洗い後、自陣地へ戻ること。

なお、持参のタオルを使用し共用については特に厳禁とします。

② 競技終了後、ミーティングや反省会・諸連絡などは短時間または自粛し、速やかな帰宅をお願いします。

③ 自身の出したゴミ類は全て持参したゴミ袋でお持ち帰り下さい。

④ 競技者が使用した用器具等、また競技役員の審判用器具等について、適宜消毒のため整理整頓をお願います。

⑤ 持ち込み投てき用具の返却受取を忘れないで下さい。

⑥ 競技記録の発表は放送で行います。その後、上位８名には記録証を発行するので本部へおいで下さい


